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【改訂】第 2 版（2010-04-13）
【科目】化学･生物英語 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

友坂 秀之

【授業目標・教育方針】
　科学技術は、高度な進歩・発展を遂げており、その研究成果は、国際学会や学術雑誌などで発表される。この研究
発表に使われている言語は、ほとんどの場合、英語である。英語を母国語としない者でも、科学技術にかかわる分野
では、英語は必須である。化学や生物の分野での英語の基礎的な利用法について学ぶとともに、その英語に慣れるこ
とを目指す。

【授業概要】
　本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
　授業計画を参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
科学英語のセンスを磨く：鈴木　英次：化学同人

【成績評価方法】
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%，その他：レポートには、小テストなどを含む。

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：化学･生物英語 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 英文和訳（１） 化学・生物英文の和訳
第 2 回 英文和訳（２） 化学・生物英文の和訳
第 3 回 助動詞 可能性、能力、そのほかの使い方
第 4 回 副詞・副詞句（１） 可能性を表す副詞・副詞句
第 5 回 副詞・副詞句（２） そのほかの可能性の表現

接続副詞の位置
第 6 回 副詞・副詞句（３） 文修副詞の位置

形容詞を修飾する副詞
動詞を修飾する副詞

第 7 回 副詞・副詞句（４） 動詞を修飾するときの副詞の位置
第 8 回 熟語（１） 学問分野に合わせた熟語の使い方（１）
第 9 回 熟語（２） 学問分野に合わせた熟語の使い方（２）
第 10 回 熟語（３） 複数の意味をもつ熟語の使い分け
第 11 回 前置詞（１） 報告・情報・データ・根拠に関係する前置詞

研究・調査研究・戦略・方法に関係する前置詞
証拠・機構に関係する前置詞

第 12 回 前置詞（２） 目的と結果を表すｔｏ不定詞の用法
動詞・名詞・形容詞と連係するｔｏ

第 13 回 前置詞（３） ｉｎの基本的な使い方
「名詞＋ｉｎ」と「名詞＋ｏｆ」の表現の違い
「動詞＋ｆｒｏｍ」と「動詞＋ｂｙ」の用法の違い

第 14 回 前置詞（４） 「動詞＋ｆｒｏｍ」と「動詞＋ｂｙ」の用法の違い
ｂｙとｏｎが導く副詞句の位置

第 15 回 まとめ
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